
九州大学臨床研究利益相反マネジメント委員会内規 

 

（目的） 

第１条 本内規は、医学系部局における臨床研究に係る利益相反マネジメント要項（以下 

「要項」という。）第５条に基づき設置される委員会の運営に関し、必要な事項を定め

るものとする。 

（定義） 

第２条 要項における用語の定義は、本内規において別段の定めがある場合を除き、本内 

規にも適用する。 

（組織） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる要件のいずれかを満たす委員により組織し、その人 

数は５名程度とする。 

(1) 基礎医学に関する専門家 

(2) 臨床医学に関する専門家 

(3) その他倫理学や法律等に関する有識者 

２ 前項の委員は、医学研究院長を中心として、医学系学部の長と協議し、指名した者を 

もって充てる。 

３ 委員の任期は２年とし、再任することができる。ただし、委員に欠員が生じた場合の 

後任者は、前任者の残任期間とする。  

（委員長・副委員長）  

第４条 委員会に委員長及び副委員長を置き、原則として教授の職にある委員の中から、 

 委員の互選により決する。 

２ 委員長は、委員会を招集してその議長となる。 

３ 副委員長は、委員長に事故があるときにその職務を代行する。 

（議事） 

第５条 委員長は、原則として毎月１回、定期的に委員会を開催する。ただし、必要と認 

める場合は、臨時に委員会を開催することができる。 

２ 委員会は、病院が実施する臨床研究利益相反に関する一次審査の結果を研究責任者、 

 委員会委員長及び各倫理審査委員会委員長に報告する文書により、対面審議若しくは書

面審議を開催するものとする。 

３ 委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数の場合は委員長の決 

するところによる。  

４ 委員会の議事は、委員会の審議の目的である事項について提案をした場合において、委 

員の過半数が書面審議により同意の意思表示をしたときは、当該提案を可決する旨の委

員会の決議があったものとみなす。 

５ 委員会の開催にあたっては、参考人として審議の対象となる職員等及び利益相反マネ 

ジメントに関する有識者等を招致することができる。  

６ 第５条第２項に定める一次審査については、「臨床研究の利益相反に係る標準業務手順

書」において別途定める。 

（利益相反に関する管理基準等）  

第６条 臨床研究利益相反に関する管理基準等については、臨床研究法第３条第２項第５ 

号を遵守することとする。 

（事務）  

第７条 委員会の運営に関する事務は、関係部署の協力の下、医系学部等事務部総務課に 



おいて行う。 

附 則 

１ 本内規は、平成１７年１０月１２日から施行する。 

２ 本内規の施行前から委嘱されている委員の任期は、第３条第３項の規定にかかわらず、 

平成１９年３月３１日までとする。 

附 則 

  本内規は、平成３０年４月１日から施行する。 

  附 則 

  本内規は、令和元年１２月１日から施行する。 


